
（団体名）特定非営利活動法人Switch
（事業名）みやぎ高校居場所ネットワーク事業 ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

別記様式第２号別紙

初期 中期 長期

・プログラムオ
フィサー配置

・支援スタッフ
配置

・募集チラシ作
成

・高校外居場
所の設置

・居場所プロ
グラムの実施

高校内居場所カフェ事
業の展開
宮城県内3校にて高校

内居場所カフェ事業を
展開。

高等学校
宮城県県立高校2校
石巻私立高校1校
回数：3校×10回＝30回
参加人数：250名

宮城県内高等学校への
居場所カフェ事業の告知
宣伝活動。
・Web制作
・訪問告知：宮城県10校
・開設サポート：2校

高校内で親でも教師
でもない相談できる存
在に出合い、地域社
会との信頼関係を築く
ことが出来る。

通常の就職活動の
流れでは出会うこと
が出来ない企業との
マッチングを実現し、
地域での長期的な
キャリアを築くことが
出来る。

地域との長期的な
ネットワークを築き、
就労の場面だけでは
なく、様々な分野で良
好な関係を築きなが
ら地域生活を送ること
が出来る。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

・高校内居場所カフェ
事業ホームページ制作。
・訪問スタッフ配置
・ノウハウ移転

・居場所年間受益者数：
50名
・プログラム実施回数
学習支援１８回
アート：４回
ゲーム：４回
フィットネス：１０回

・高校外居場所の展開
・既卒３年（20歳前後ま
で）の学び直し支援

・居場所プログラム実
施による自己肯定感の
向上：アートプログラム、
ゲームプログラム、
フィットネスプログラム、
他。

宮城県内で現在高校
内居場所カフェの設
置を検討している高
校にて開設のサポー
トが出来る。

宮城県内での高校内
居場所カフェ事業の
展開件数が増加し、
より良好な高校内居
場所環境が出来る。

高校卒業までの中退
リスクや、卒業後の就
労リスクが低減し、就
労定着率の向上によ
り地域経済の活性化
が図れる。

高校内に居場所のな
い高校生や、既卒3年

程度の若者の自己肯
定感向上や、学歴の
壁に向き合う若者の
就労可能性を拡げる

これまで就労への壁
があった引きこもり層
が、自己肯定感を維
持しながら就活市場
に参加できる

高校時代の生活環境
や修学状況の格差が
低減され、若者の競
争的雇用での就労が
可能となる。


